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  スクールミッション 「ここでしかできない教育を追求する」  

高い知性

豊かな人間性

健康な心身

郷土愛と国際性

教育目標



在籍状況 

在校生  男子  女子  計 

１回生   35   43   78  

２回生   33   44   77  

３回生   28   50   78  

４回生   24   47   71  

５回生   29   44   73  

６回生   24   43   67  

12/1   173   271   444  

寮生  男子  女子  計 

１回生   8  4  12  

２回生   4  7  11  

３回生   3  2  5 

４回生   5  1  6 

５回生   2  4  6 

６回生   4  5  9 

12/1   26   23   49  



中等教育学校としての「保健体育」の特色  

異年次交流 

授業  行事 



本校のICT機器環境  

・chromebook240台（前期生）、BYOD端末（後期生のみ各自１台） 
 
・モニター６台、インタラクティブボード３台、プロジェクター６台他 
 
・全教室、体育館にWi-Fiが整備（格技場やグラウンドはルーターを
移動して使用可能） 
 
・各授業やホームルームにおいて、Google　workspaceを活用（授
業やSHR、オンライン授業における活用） 
 



昨年度は３回生における保健においてICTを活用した授業実
践を展開した。 

今回は引き続き、その年次において、ブラッシュアップしたICT
を活用した授業を実践した。 

今回の発表はその２年間分における発表の

まとめ（中学校～高校 にかけて）である。  



本日の内容 

①昨年度の授業実践における概要について  

②今年度の授業実践について  

③２年間を通した成果と課題について  



✅「生きる力」を育む中学校保健教育の手引か
らみた中学保健の授業 

✅ICTを活用した意図と授業実践について 

①昨年度の授業実践における概要について  



中学校の保健分野は第１学年から第３学年にかけて合計48単位
時間程度指導することとされている。 

高校のように科目保健として1つの授業とはなっていなく、保健体育
の授業の中で体育と平行しながら保健を実施していくという流れに
なっている。 

現状としては、悪天候などで外での体育の実施が困難な場
合や考査の前に保健を実施している。  

中学校の保健について  



「生きる力」を育む中学校
保健教育の手引　p8  第2節　指導の基本的な考え方  



中学校は、小学校保健で学んだものを汲んで、高等学校の
保健へとつなげる重要な位置であると言える。  

「生きる力」を育む中学校
保健教育の手引　p8  第2節　指導の基本的な考え方  

昨年度は、知識の習得はもちろんだが、 思考力・判断
力・表現力の育成 に重きを置いた。  



ICT活用の意図  

・授業の充実（jamboard、リンク機能など） 

筆記用具のように端末を使う ALL　ICTを活用した授業 

・毎時間小テストの実施で知識の定着（Googleフォーム） 

・教員の負担軽減（例　授業プリントをGoogleドキュメントにし、
課題提出させることで配付・回収・再配布の作業効率化）　 

・学習内容のポートフォリオ化（GoogleスライドをPDFに） 



授業冒頭で小テスト実施  

定着していない箇所をタイムリー
で把握し、解説することができる。  



授業冒頭でのブレインストーミングにて  



Googleドキュメントを活用した授業プリント  

リンク機能の活用により、
説明資料や動画などを素
早く生徒が把握すること
ができる。  



課題解決の話し合いグループワークにて  



✅新たなアプリケーションを使用した、生徒が
自ら課題を発見し解決する授業 

②今年度の授業実践について 



ICTを活用した、生徒が 自ら課題を発見し解
決する授業実践に向けて  

昨年度は思考力・判断力・表現力の育成に重き
を置いたが、今回は知識の習得にも重きをおい

た授業を展開した。  



昨年度は授業プリントとしてGoogleド
キュメント、思考力・判断力・表現力
の育成のために、jamboardを使った

授業を行っていたが…  

知識の定着  
➡毎時間の小テスト  

昨年度に引き続き
使用しているもの  

今年度使用しなかったもの  



１０月以降ジャムボードが
使えなくなる。 
どうしようか… 

フィグマの中にあるFigJamと
いうアプリを使ってみよう！ 



北海道教育庁のアカウン
トで無料で使用することが
可能である。 

フィグマの中にあるFigJamとい
うアプリの主な使い方について 



無限に広がるホワイトボード
のようなもの  



授業プリント として使用してみた。  

・見栄えが良くなり生徒
の興味関心を引くデザ
インを作ることが可能
に。 
・画面を拡大することが
できるので細かい資料
なども添付可能に。  

FigJamこんな風に使ってみた！➊  

と比べて 



昨年に引き続き リンク機能 による、根拠情報等
の共有を行った。  

FigJamこんな風に使ってみた！➊  



フォーマットを使って 思考を可視
化したり、整理 できる型が用意
されており、効果的に使用した。
（マインドマップやフローチャート
など） 

FigJamこんな風に使ってみた！➊  

自ら課題を発見す
る手立てとなった  



グループワーク の場として使用した。  

FigJamこんな風に使ってみた！➋  



グループワークをしながらも、他のグループの内容も
逐一観ることができるので、 協働的な学び も可能に。
jamboardで行っていたグループワークを進化させる
事が出来た。  

FigJamこんな風に使ってみた！➋  



スタンプ機能を利用して、 コミュニケーションの活性化
を促し、個人やグループでの思考を円滑に！  

FigJamこんな風に使ってみた！➋  



③２年間を通した成果と課題について 
 

✅中学3年生～高校1年生の2年間のつながり
を意識した授業の成果と課題について 



成果について  

➊Googleフォームを活用した小テストにより、必要に
応じて知識の理解に対する支援を行うことができた。 

➋資料の配布や提出物の回収などの時間の短縮が
でき、学習活動を効率的に行うことができた。 

❹ICTを効果的に活用して、体系的な授業を展開で
きた。 

❸新たなアプリケーションを用いて、課題の発見から
解決まで生徒自身で行うことができた。 



課題について  

❶プリント作りの労力。 

❷いろいろな機能があって未知数。使いこな
せていない感じがある。（生成AI機能など） 

➌情報モラルについて。 



ICT活用は手段であり、目的ではないということ

を忘れてはならない。ICTを活用すれば資質能

力が身につくのではなく、資質・能力を身に付け

るために効果的なICT活用の方法を工夫するこ

とが重要である。 

最後に 



ご清聴ありがとうございました。  

北海道登別明日中等教育学校  
保健体育科　教諭　田川　雄基  


